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機関名：

プロジェクト概要

2020年１月～継続中

【目的】 【内容】

本研究は、月・火星の地中にデジタルに潜入・探査
でき、地上においては医学分野に応用可能なイメージ
ング技術の開発を目指している。具体的には、１）破
壊分析型トモグラフィー装置の超高分解能化、２）大
規模画像データの連続・安定的取得、３）大規模並列
コンピューティングによる画像解析手法の確立、４）
特殊加工実験による地中探査基礎技術開発、５）特殊
試料作成技術による医学イメージング分野への貢献を
目標としている。

Ａ. 破壊分析型トモグラフィー装置への高解像画像
センサーの組み込みと画像合成による超高解像
化を行う。大規模画像データの安定的取得方法
も並行して開発する。

Ｂ. データセットの規模が大きくラボスケールの画
像解析が不可能なため、北海道大学情報基盤セ
ンターのスーパーコンピュータを利用して画像
の色情報に基づいた処理・可視化を行う。複数
ノードを用いて、超高解像カラー断層画像デー
タセットの処理に特化した並列画像処理スクリ
プトを開発する。また、クライアント・サーバ
方式で可視化ソフトウェアを並列リモートレン
ダリングするパイプラインを構築することで、
ラボから三次元モデルを操作することを可能に
する。

Ｃ． 本分析手法を医学分野、特に脳に応用可能な試
料作製方法と分析技術を開発する。

Ｄ．地上での運用と並行して、乾式加工実験等、宇
宙利用を想定した基礎実験を行い、小型軽量シ
ステムを考案する。
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図2 軌道上で撮像した全天球画像例図1 宇宙用全天球カメラ
SOLISSのモニタカメラとして

組み付けられた状態
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機関名：

プロジェクト概要

2018年４月～ 2021年３月

【目的】 【内容】

　全天球カメラを宇宙で利用するための耐宇宙環境性
を評価し、実際に軌道上にて宇宙実証実験を行う。
　近年、小型で360°全天球の視野を持つカメラの技
術が進歩し、小さなリソースで多くの視覚情報を得る
ことが可能となった。
　宇宙探査イノベーションハブでは2015年当初、国
内で最も小型な全天球カメラTHETA S™に着目し、
宇宙ミッション、とりわけリソース制約の厳しい探査
ミッションに利用できないか検討を始めた。大きさ約
12cm程度、重さ約125gのカメラで全天球全ての視
野の画像を撮れるのは非常に魅力的であった。
　打ち上げロケットの耐振動性など、基礎的な耐環境
性試験による評価を進め、2018年よりRICOHと共同
研究に関する覚書を締結し、小型光通信技術軌道上実
験装置（SOLISS）のモニタカメラとして軌道上実証
するための共同開発を開始した。
　本研究では、小型の全天球カメラTHETA S™を宇宙
で利用するためのモデルに開発し、国際宇宙ステー
ションのi-SEEP上で軌道上実証することを目的とする。

　THETA S™を宇宙環境でも耐えられるように、筐
体をアルミで新たに製作し、熱真空環境や宇宙線環境
に強くするための方策を内部に施した。
　振動試験、熱真空試験、耐宇宙線（放射線）試験を
実施し、耐宇宙環境性を評価、国際宇宙ステーション
の軌道で１年程度は耐えることができることを確認。
宇宙用全天球カメラを開発した（図１）。
　宇宙用全天球カメラはSOLISSのモニタカメラとし
て組み込まれ、2019年９月25日に「こうのとり８号
機」にて打ち上げられ、９月28日に国際宇宙ステー
ションに届けられた。

翌10月より、日本実験モジュール「きぼう」の曝
露部に取り付けられ、軌道上実験を開始。宇宙での全
天球撮像に成功した（図２）。
　2020年５月まで軌道上実験が続けられ、現在は

「きぼう」の中で保管されている。2020年度内に地球
に戻ってくる計画であり、約半年の軌道上実験を終え
た全天球カメラを地上で分析し、将来ミッションに応
用するための評価を実施する。
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